
「
樗
雑
集
」
は
、
京
都
の
医
家
百
々
家
旧
蔵
の
医
書
で
、
明
治
二

三
年
、
同
家
か
ら
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
本
書
は
近
年
某
出
版
社
か
ら
影
印
出
版
さ
れ
た
の
で
、
こ

の
た
び
こ
の
影
印
本
を
資
料
と
し
て
、
本
書
の
口
腔
疾
患
に
関
す

る
部
門
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

検
討
に
当
っ
て
は
、
中
国
の
漢
代
か
ら
明
初
に
至
る
主
要
医
書

並
に
我
国
の
医
心
方
・
頓
医
抄
・
啓
迪
集
・
口
科
叢
書
と
比
較
し

て
、
本
書
に
お
け
る
引
用
書
目
を
推
定
し
、
同
時
に
医
説
の
性
格

に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
。
本
文
が
他
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る

か
否
か
は
、
本
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
の
他
は
、
文
体
・
処

方
名
・
処
方
内
容
・
用
法
並
に
列
記
の
順
序
等
を
比
較
し
て
推
定

し
た
。
文
献
名
が
本
文
中
に
或
は
頭
註
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る

も
の
は
比
較
的
少
数
で
、
大
部
分
は
記
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
印
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戸
出
一

郎

象
を
受
け
た
。

口
腔
疾
患
は
咽
喉
門
・
口
舌
病
附
唇
・
牙
歯
門
に
分
類
さ
れ
、

各
部
門
と
も
冒
頭
に
医
説
が
あ
り
、
次
い
で
治
方
が
列
記
さ
れ
て

い
る
。咽

喉
門
に
お
け
る
医
説
は
「
奇
效
良
方
」
「
玉
機
微
義
」
「
医
学

正
伝
」
「
諸
病
源
候
論
」
「
医
林
類
証
集
要
」
（
以
下
「
奇
效
」
「
玉
機
」

「
正
伝
」
「
病
源
」
「
医
林
」
）
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
医
説
の
う
ち

喉
痒
に
関
す
る
部
分
は
「
奇
效
」
と
全
く
同
文
で
、
病
形
も
同
様

に
一
八
形
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

治
法
は
方
言
の
形
を
と
り
、
処
方
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
処
方

数
は
六
二
に
及
び
、
そ
の
う
ち
引
用
と
推
定
さ
れ
る
主
な
書
名
と

処
方
数
は
「
奇
效
」
一
三
、
「
医
林
」
二
で
あ
る
。
引
用
に
当
っ

て
は
単
な
る
模
写
で
な
く
、
部
分
的
に
編
者
に
よ
る
取
捨
訂
正
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
引
用
不
明
の
処
方
は
三
四
方
あ
っ
た
。

口
舌
病
附
唇
は
一
門
と
し
て
扱
わ
れ
、
冒
頭
に
五
行
説
に
よ
る

症
候
分
類
と
適
応
処
方
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
正
伝
」

の
引
用
で
あ
ろ
う
。
治
法
で
は
「
奇
效
」
の
引
用
が
最
も
多
く
、

全
五
六
方
中
三
六
方
あ
り
、
他
に
「
医
林
」
九
方
、
「
正
伝
」
八
方

が
認
め
ら
れ
た
。
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牙
歯
門
で
は
、
冒
頭
に
「
奇
效
」
よ
り
引
用
さ
れ
た
医
説
が
二

○
行
に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
医
説
の
前
半
は
、
も

と
も
と
「
藺
室
秘
蔵
」
に
あ
っ
た
も
の
が
東
垣
日
と
前
置
き
を
し

て
「
奇
效
」
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
樗
雑
集
」
に
お
け
る

医
説
は
、
先
ず
「
霊
枢
」
経
脈
篇
に
よ
る
歯
牙
と
歯
肉
へ
の
経
絡

の
走
行
と
寒
熱
に
よ
る
病
症
を
述
べ
、
更
に
「
病
源
」
の
医
説
を

加
味
し
て
歯
牙
疾
患
の
病
理
・
病
症
を
説
明
し
て
い
る
。
治
方
は

全
部
で
七
六
方
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
玉
機
」
か
ら
の
引
用
が
一
八

方
、
「
奇
效
」
一
五
方
、
「
医
林
」
九
方
そ
の
他
で
あ
る
。

牙
歯
門
で
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
「
玉
機
」
か
ら
引
用
さ
れ
た
薬

方
の
う
ち
一
三
方
に
帰
経
、
即
ち
そ
の
薬
方
が
ど
の
経
絡
に
作
用

す
る
か
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
医
書
で
こ
れ

が
あ
る
の
は
「
玉
機
」
と
「
樗
雑
集
」
の
み
で
あ
ろ
う
。
帰
経
の

記
録
は
口
腔
以
外
の
領
域
で
も
散
見
さ
れ
る
。

右
の
よ
う
に
「
樗
雑
集
」
は
（
口
腔
領
域
の
み
に
関
す
る
知
見
で
あ

る
が
）
、
医
説
・
治
法
と
も
に
中
国
の
医
書
か
ら
の
引
用
に
よ
る
部

分
が
多
く
、
引
用
文
献
は
漢
代
か
ら
明
初
に
及
び
、
中
で
も
「
奇

效
」
「
医
林
」
「
玉
機
」
「
正
伝
」
か
ら
の
引
用
が
最
も
多
く
見
ら
れ

た
。
こ
の
四
書
は
い
ず
れ
も
明
代
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
医
学
全
書

で
、
金
元
時
代
の
劉
・
張
・
李
・
朱
の
医
説
の
影
響
を
強
く
受
け
、

「
内
経
」
医
学
の
経
絡
説
や
陰
陽
五
行
説
を
軸
と
し
、
金
元
時
代

に
創
造
さ
れ
た
医
学
理
論
を
集
大
成
し
て
世
に
広
め
た
も
の
で
あ

る
。
我
国
に
お
け
る
後
世
派
の
誕
生
は
彼
等
の
業
績
に
負
う
所
が

大
き
い
が
、
「
樗
雑
集
」
は
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
編
蟇
さ
れ

た
医
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
「
医
心
方
」
「
頓
医
抄
」
に
は
「
樗
雑
集
」
と
類
似
の
処
方

が
数
方
あ
っ
た
が
、
相
互
の
密
接
な
関
係
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
「
啓
迪
集
」
と
「
口
科
叢
書
」
に
は
類
似
点
が
多
く
、
こ

の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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